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今
定
例
会
は
、
５
日
か
ら
21
日
ま
で

の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
の
本
会
議
で
は
、
弔
詞
の
贈
呈

が
３
件
発
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
次
に
、
平
成
29

年
度
の
決
算
関
係
議
案
に
つ
い
て
、
決

算
特
別
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
決

算
認
定
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
30
年
度
の
補
正
予
算
案
が
８
件
、

条
例
案
が
９
件
、
そ
の
他
の
議
案
が
10

件
、
専
決
処
分
の
報
告
が
１
件
、
合
わ

せ
て
28
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
に
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
へ
の

質
疑
を
行
い
、
10
日
、
11
日
の
２
日
間

は
７
名
の
議
員
が
市
政
へ
の
一
般
質
問

を
行
い
、
理
事
者
か
ら
答
弁
を
得
ま
し

た
。

　

ま
た
、
11
日
の
本
会
議
で
は
、
今
治

市
議
会
議
員
21
名
か
ら
「
井
村
雄
三
郎

議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
決
議
に

つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

21
日
の
本
会
議
で
は
、
提
案
さ
れ
た

議
案
等
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
今
定
例

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

12月定例会の
　　あらまし

辞
職
勧
告
決
議

12
月
定
例
会

井村雄三郎議員に対する議員辞職勧告決議
　本年５月１日の議会運営委員会において、井村雄三郎議員の公金である旅費につ
いて市民からの通報により、公金である旅費の不正受給の疑惑が提起され、今治市
議会として調査を進めてまいりました。
　５月７日の議会運営委員会では、議員は市民に対して公金の使途について説明責
任があるため、井村雄三郎議員に説明の機会を与えるべく出席を要請し、協議を行
いましたが、本人から真摯な回答はなく、疑惑がより深まる結果となりました。
　その後、越智豊議長初め数人の議員が何度となく井村雄三郎議員と協議しました
が解決に至らず、６月26日の本会議において、地方自治法第100条の規定に基づく調
査特別委員会を設置し、法に基づく資料請求や証人喚問を行いながら、延べ８回の
委員会、及び１度の関前の現地調査を行い、慎重に調査をいたしました。
　当該委員会が設置されたときの新聞記事で、井村雄三郎議員の「説明し、潔白を
証明する」との発言がありますが、当該委員会において井村雄三郎議員から確たる
証拠の提出も、真摯な説明も一切なく、当該委員会として、関前には居住実態がな
いので旅費の支給対象とならないという結論に達しました。
　井村雄三郎議員は、以前より居住地に関して疑いを指摘されてきましたが、少な
くとも調査対象期間である平成29年２月より、家族とともに高部に住んでおり、関
前に居住実態がないにもかかわらず、関前に住民票を置き、またフェリーに乗った
実態がないにもかかわらず、さも関前から車でフェリーに乗って議会に通っている
かのような旅費の申請を行い、73件、47万1,040円の公金である旅費を詐取したもの
であります。
　当該委員会の調査の経過と結果についての委員長報告は、９月20日の当該委員会
において全会一致で承認されるとともに、９月定例会最終日、９月25日の本会議に
おいても承認されております。
　今回、井村雄三郎議員は、いまばり市議会だより11月１日号の記事について訴訟
を起こしていますが、記事については全て委員会で承認された事実に基づいたもの
で、いまばり市議会だよりの編集は、広報広聴特別委員会が付託を受け、井村雄三
郎議員が所属する会派代表者の松田敏彦委員長のもと編集されたものであります。
　公金である旅費の詐取及び議決結果に従わないという議員としてあるまじき行動
は、高い倫理観と品位保持を求められている今治市議会議員として到底認められる
ものではなく、許されざる行動に対し、断固たる措置として、井村雄三郎議員に対
して議員の辞職を勧告します。

　　平成30年12月11日
今 治 市 議 会　

谷
口　

芳
史
、
丹
下　

大
輔
、
黒
川　

美
樹
、
壷
内　

和
彦
、
永
井　

隆
文
、
羽
藤　

謙
司
、
山
岡　

健
一
、
野
間　

有
造

藤
原　

秀
博
、
重
松　
　

司
、
渡
部　
　

豊
、
森　
　

京
典
、
森
田　
　

博
、
中
村　

卓
三
、
渡
辺　

文
喜
、
松
岡　

一
誠

井
手　

洋
行
、
堀
田　

順
人
、
岡
田　

勝
利
、
加
藤　
　

明
、
寺
井　

政
博

決
議
案
提
出
者
　
21
名
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AI
技
術
は
実
証
実

験
か
ら
近
年
、
実
用

化
の
段
階
に
。
す
で
に
道
の

駅
や
商
業
施
設
で
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
対
応
し
た
AI
の
自

動
翻
訳
機
が
使
用
。
本
市
の

行
政
窓
口
で
も
活
用
を
検
討

中
。
今
、
本
市
で
利
用
実
績

は
な
い
が
、
一
部
部
署
で
AI

を
備
え
た
定
型
事
務
を
自
動
・

効
率
化
す
る
RPA
導
入
を
検
討

中
。

　

AI
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
は
暮
ら
し
の
向
上
に
繋
が

る
。
今
後
、
愛
媛
県
の
県
市

町
連
携
本
部
で
AI
活
用
セ
ミ

ナ
ー
や
ICT
を
活
用
し
た
行
政

事
務
等
の
効
率
化
の
た
め
の

情
報
共
有
体
制
が
構
築
さ
れ

る
が
、
本
市
も
AI
活
用
の
可

能
性
と
方
策
を
検
討
し
て
参

り
た
い
。

全
国
的
な
接
種
率
が

40
％
程
度
で
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
未

接
種
者
へ
の
救
済
措
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
の
厚
生
科

学
審
議
会
予
防
接
種
基
本
方

針
部
会
な
ど
で
協
議
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
参

　

AI
は
世
界
に
「
第

４
次
産
業
革
命
」
を

席
巻
。
我
が
国
の
多
様
な
分

野
で
応
用
さ
れ
社
会
的
課
題

解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
実
用

化
。
今
や
日
常
生
活
も
AI
技

術
を
享
受
す
る
時
代
に
。
一

方
、
全
国
各
地
の
地
方
政
府

も
「
AI
元
年
」
と
位
置
付
け
、

行
政
業
務
効
率
化
の
事
例
が

登
場
。
本
市
も
多
様
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
伴
う
行
政
需
要
は

増
大
す
る
が
行
財
政
改
革
に

よ
る
職
員
数
減
少
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
懸
念
。

人
口
減
少
の
急
速
な
進
展
で

労
働
力
人
口
と
中
間
層
が
激

減
す
る
本
市
に
こ
そ
、
AI
導

入
に
向
け
た
本
格
議
論
と
検

討
が
必
要
。
本
市
の
AI
に
対

す
る
認
識
と
有
効
性
の
見
解

を
問
う
。

　

AI
技
術
は
、
観
光
戦
略
や

平
成
26
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
制
度
は
、

今
年
度
が
経
過
措
置
の
最
終

年
度
で
あ
り
ま
す
。
平
成
31

年
度
以
降
は
対
象
者
が
65
歳

の
み
に
な
る
予
定
で
、
66
歳

以
上
の
方
は
定
期
接
種
の
対

象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
接
種
で
き

な
か
っ
た
市
民
の
た
め
の
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

AI（
人
工
知
能
）に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
に
つ
い
て

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て

丹下　大輔
（権輿会）

渡部　　豊
（公明党）

松田　澄子
（日本共産党）

一
　
般
　
質
　
問

12
月
定
例
会

A

Q

Q

ほ
か
の
一
般
質
問

◦
死
後
届
け
出
手
続
の
一
元

化
に
つ
い
て

A

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
確
認
と
安

全
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
、
ま
た
民
間
へ

の
撤
去
改
修
に
補
助
金
は
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

通
学
路
で
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
把
握
を
行
っ
て
き
て

当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所
有
者

に
対
応
を
求
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
見
守
り
隊
や
児
童
生

徒
、
保
護
者
に
危
険
箇
所
の

周
知
を
迅
速
に
行
う
こ
と
で
、

通
学
路
の
安
全
確
認
に
努
め

て
い
ま
す
。
倒
壊
の
危
険
性

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
所
有
者

に
安
全
対
策
の
必
要
性
を
説

明
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
維
持

管
理
方
法
に
つ
い
て
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
撤
去
改
修
に
対
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

A Q

柴
山
文
部
科
学
大
臣

は
、「
補
正
予
算
は
普

通
教
室
へ
の
設
置
を
最
優
先

と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
体

育
館
な
ど
へ
の
設
置
は
、
執

行
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
状
況

を
見
極
め
て
対
応
し
た
い
」

と
あ
る
の
で
、
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

普
通
教
室
は
、
今
回

空
調
設
備
整
備
費
が

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
特
別
教
室
に
つ
い

て
は
平
成
32
年
度
か
ら
に
な
っ

て
い
ま
す
。
体
育
館
は
、
災

害
時
の
避
難
箇
所
に
も
な
っ

て
い
ま
す
が
、
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

A Q

通
学
路
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
に
つ
い
て

ほ
か
の
一
般
質
問

◦
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

◦
子
供
の
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て

◦
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

◦
学
校
法
人
加
計
学
園
に
つ
い
て

防
災
、
有
害
鳥
獣
被
害
な
ど

ま
ち
づ
く
り
に
応
用
可
能
な

分
野
で
あ
り
、「
新
た
な
成

長
」
の
可
能
性
を
秘
め
る
。

愛
媛
県
は
中
村
時
広
知
事
の

主
導
で
、
AI
技
術
を
積
極
的

に
導
入
し
た
各
施
策
検
討
が

始
動
し
て
い
る
が
、
本
市
の

AI
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
展
望
を
問
う
。

平
成
31
年
度
か
ら
新

制
度
で
の
運
用
と
な

り
ま
す
が
、
対
象
者
へ
の
周

知
方
法
や
接
種
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

Q
接
種
対
象
者
へ
の
周

知
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
に
て
お
知

ら
せ
す
る
ほ
か
、
予
防
接
種

記
録
カ
ー
ド
と
案
内
文
を
個

別
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
接
種
案
内
時
に
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
未
接
種
者

に
対
し
、
案
内
文
を
併
せ
て

送
付
す
る
と
い
っ
た
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も

に
、
健
康
教
室
や
高
齢
者
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
接
種

率
の
向
上
に
努
め
て
参
り
た

い
。 A り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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一
　
般
　
質
　
問

12
月
定
例
会

　

当
事
業
は
、
地
域

住
民
、
協
力
機
関
、

行
政
に
よ
り
、認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
認
知
症
高

齢
者
等
見
守
り
事
業
」、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事

業
」、「
徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ

事
業
」
の
３
つ
の
事
業
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

「
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
事

業
」は
、普
段
と
様
子
が
違
っ

た
り
、
異
変
を
感
じ
る
な
ど

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
、

身
近
な
相
談
先
で
あ
る
地
域

交
通
弱
者
等
を
悲
惨

な
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

設
置
は
有
効
な
方
策
で
す
。

近
年
、
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
る
中
で
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

に
つ
い
て
も
、
か
な
り
古
い

も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

次
の
３
点
を
お
伺
い
し
ま
す
。

①�

設
置
基
準
と
過
去
３
カ
年

の
施
工
実
績
に
つ
い
て

②�

近
年
の
倒
壊
に
よ
る
事
故

発
生
状
況
に
つ
い
て

③�

事
故
発
生
を
受
け
た
今
治

市
の
管
理
面
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

今
治
市
認
知
症
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業（
い
ま
か
ら
ネ
ッ

ト
）の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

多
様
な
人
材
の
登
用
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

森田　　博
（政常会）

永井　隆文
（公明党）

黒川　美樹
（新生会）

A

Q

Q

ほ
か
の
一
般
質
問

◦
介
護
予
防
に
つ
い
て

採
用
に
つ
い
て
は
従

来
の
方
法
で
は
採
用

で
き
な
か
っ
た
多
様
な
人
財

を
採
用
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
専
門
分
野
や
民
間
企
業
で

の
経
験
採
用
枠
を
設
け
面
接

重
視
の
手
法
も
取
り
入
れ
多

種
多
様
な
人
財
の
採
用
に
努

め
て
い
る
。
登
用
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
家
庭
の
事
情
等

に
よ
り
働
き
方
が
制
約
さ
れ

能
力
を
十
分
に
活
用
で
き
な

か
っ
た
職
員
に
対
し
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
整
え
男
女

を
問
わ
ず
能
力
に
応
じ
た
職

に
登
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
女
性
職
員

の
登
用
と
育
成
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
女
性
職
員

を
対
象
と
し
た
女
性
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
や
管
理
職

員
に
対
し
女
性
活
躍
支
援
研

修
を
実
施
し
様
々
な
価
値
観

に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

多
様
性
を
認
め
合
え

る
寛
容
な
社
会
の
実

現
に
向
け
、
国
民
・
市
民
が

捻
出
し
た
税
金
や
拠
出
金
を

元
手
に
運
営
さ
れ
る
自
治
体

の
職
員
の
質
を
高
め
る
必
要

も
あ
る
が
役
所
の
管
理
職
や

議
員
は
未
だ
女
性
が
圧
倒
的

に
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
女

性
職
員
が
昇
任
を
躊
躇
す
る

よ
う
な
職
場
環
境
や
状
況
が

続
く
と
必
要
な
幹
部
職
員
を

十
分
育
成
・
確
保
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、
政

策
の
意
思
決
定
に
女
性
の
視

点
が
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る

な
ど
自
治
体
経
営
上
の
問
題

が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
。
多

様
な
人
材
の
採
用
と
登
用
に

つ
い
て
本
市
の
考
え
と
女
性

職
員
の
登
用
と
育
成
の
認
識

と
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A

Q

ほ
か
の
一
般
質
問

◦
愛
媛
県
版
イ
ク
ボ
ス
「
ひ

め
ボ
ス
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

①
市
が
設
置
で
き
る

の
は
、
原
則
市
道
上

の
見
通
し
が
き
か
な
い
交
差

点
や
、
改
良
工
事
が
行
わ
れ

て
な
い
カ
ー
ブ
の
部
分
と
な

A カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
つ
い
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
情
報

を
つ
な
ぐ
な
ど
、
認
知
症
高

齢
者
の
早
期
発
見
を
、
日
常

生
活
や
日
常
業
務
の
中
で
行
っ

て
い
く
も
の
で
あ
る
。「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」

で
は
、
認
知
症
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
の
た

め
の
養
成
講
座
を
開
催
し
、

取
り
組
み
開
始
か
ら
本
年
11

月
末
ま
で
に
459
回
、
１
万�

５
５
２
０
人
の
方
に
受
講
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
福
祉

教
育
の
一
環
と
し
て
、
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
、
専
門

学
校
で
も
開
催
し
て
お
り
、

平
成
29
年
度
に
は
26
校
で
29

回
、
１
５
４
６
人
の
児
童
・

生
徒
が
受
講
し
て
い
る
。「
徘

徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
事
業
」は
、

徘
徊
の
可
能
性
の
あ
る
高
齢

者
の
方
に
事
前
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
、
万
一
行
方
不
明

に
な
っ
た
場
合
に
関
係
機
関

と
協
力
し
て
早
期
発
見
を
目

指
す
も
の
で
、
現
在
181
人
の

方
が
登
録
さ
れ
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
事

業
へ
の
協
力
機
関
は
175
事
業

所
と
な
っ
て
い
る
。

る
が
、
不
特
定
多
数
が
通
行

す
る
農
道
ま
た
は
私
道
で
も
、

交
通
安
全
上
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
設
置
を
行
い
、

出
入
口
等
土
地
利
用
に
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
、
隣
接
土
地
所
有
者
の

同
意
を
得
て
、
周
辺
地
域
の

総
意
と
し
て
、
自
治
会
長
ま

た
は
部
落
総
代
か
ら
設
置
要

望
書
を
提
出
す
る
。
過
去
３

カ
年
の
施
工
実
績
は
、
平
成

27
年
度
新
設
31
基
、
修
繕
85

基
、
総
額
1,450
万
円
。
28
年
度

新
設
31
基
、
修
繕
74
基
、
総

額
1,340
万
円
。
29
年
度
新
設
40

基
、
修
繕
79
基
、
総
額
1,620
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
近
年
で
は
、
平
成
29
、
30

年
の
春
先
の
強
風
時
に
、
支

柱
基
部
の
腐
食
に
よ
る
倒
壊

が
３
件
発
生
、
う
ち
２
件
は

物
損
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

③
現
在
、
各
地
域
の
交
通
指

導
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

緊
急
点
検
を
実
施
し
、
著
し

い
老
朽
化
が
確
認
さ
れ
た
箇

所
は
、
速
や
か
に
交
換
、
修

繕
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

引
き
続
き
適
切
に
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
電
子

地
図
に
よ
る
施
設
台
帳
の
整

備
も
順
次
進
め
て
い
ま
す
。
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「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
の
結
果

か
ら
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い

な
い
小
学
生
が
増
え
て
お
り

15
％
を
超
え
る
小
学
生
が
朝

食
を
毎
日
食
べ
る
習
慣
が
身

に
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
理
由

と
し
て
「
朝
食
が
用
意
さ
れ

て
い
な
い
」
と
い
っ
た
調
査

結
果
も
あ
り
、
家
庭
環
境
も

影
響
し
て
い
ま
す
。
成
長
期

の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
朝

食
を
と
る
こ
と
は
大
事
で
す
。

広
島
県
で
は
希
望
す
る
児
童

全
員
に
無
料
の
朝
食
を
提
供

す
る
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
て

い
ま
す
。
朝
食
を
取
る
事
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
効
果

や
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
全

県
で
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う

で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
本
市
の
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
、
生
徒
の
朝
食
に

つ
い
て

谷口　芳史
（公明党）

広
島
県
の
取
り
組
み

は
全
県
下
で
の
展
開

を
計
画
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
朝
食
を
提
供
し
て
い
る
学

校
は
１
校
で
あ
る
と
承
知
し

て
お
り
ま
す
。
様
々
な
問
題

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
参
り
ま

す
。
朝
食
は
家
族
な
ど
で
会

話
し
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
朝
食
摂
取
率
が
低
下

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
は
研
修
会

等
で
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝

ご
飯
」
の
大
切
さ
を
啓
発
し

て
参
り
ま
す
。
児
童
生
徒
に

対
し
て
は
栄
養
教
諭
と
連
携

し
た
授
業
や
地
産
地
消
給
食

等
に
よ
る
食
育
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

A

Q

ほ
か
の
一
般
質
問

◦
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
問
題
に
つ
い
て

　

一�

、
道
路
な
ど
に
ポ
イ
捨

て
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て

発
言
者

○
議
案
第
102
号
「
平
成
30
年

度　

今
治
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）」
に
つ

い
て

　

12
月
７
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
理
事
者
か

ら
提
案
さ
れ
た
議
案
に

対
す
る
質
疑
が
次
の
事

項
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 質

　
疑

松田　澄子
（日本共産党）

1
歳
出
10
款
２
項
１
目
及
び

歳
出
10
款
３
項
１
目
施
設

整
備
費
に
つ
い
て

⑴
空
調
設
備
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

⑵
地
元
業
者
の
活
用
に
つ
い

て
⑶
電
気
料
金
に
つ
い
て

○
議
案
第
117
号
「
今
治
市
給

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

○
議
案
第
118
号
「
今
治
市
簡

易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
」

1
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ

い
て

2
市
民
へ
の
広
報
に
つ
い
て

一
　
般
　
質
　
問
・
質
　
疑

12
月
定
例
会

姉
妹
都
市　
　
　

　
　

合
同
研
修
会

　

平
成
30
年
11
月
２
日
、
尾

道
市
尾
道
ふ
れ
あ
い
の
里
に

お
い
て
、
今
治
市
議
会
・
尾

道
市
議
会
議
員
姉
妹
都
市
合

同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
一
般
社
団
法
人

し
ま
な
み
ジ
ャ
パ
ン
専
務
理

事
の
合
田
省
一
郎
氏
を
お
招

き
し
、「
観
光
で
地
域
を
明
る

く
！
笑
顔
と
幸
せ
の
好
循
環

の
た
め
に
」
に
つ
い
て
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
を
通
し
て
、
両
市
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

研修会での講演の様子

市議会を傍聴してみませんか　−市政と議員の活動を知るよい機会です−

　本会議当日、市役所本館１階東側（市民課うら）の入口より２階に上がり、傍聴受付で
住所・氏名を記入し、傍聴席にお入りください。
　定員は80人です。その他詳しいお問い合わせは市議会事務局まで。

＊傍聴される方は、係員の指示に従ってください。

市議会の活動をより詳細にお伝
えするため、ホームページを開
設しています。
ぜひアクセスください。

市議会ホームページへ
アクセスしてみませんか

アドレス
http://gikai.city.imabari.ehime.jp/
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国
庫
補
助
金
返
還
金

　

今
治
地
区
広
域
自
治
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
財
産
処
分
に
伴
う

補
助
金
返
還
。

水
防
活
動
費

　

台
風
12
号
・
20
号
・
21
号
・

24
号
、
大
雨
警
報
に
伴
う
水

防
活
動
に
か
か
る
人
件
費
。

今
治
市
議
会
議
員
及
び
今
治

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

今
治
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
の
給
与
勧
告
に
か

ん
が
み
、
本
市
職
員
の
給
与

も
こ
れ
に
準
じ
て
改
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

総
務
委
員
会

委
員
会
審
査

今
治
市
議
会
議
員
に
対
す
る

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

人
事
院
の
給
与
勧
告
に
か

ん
が
み
、
議
会
議
員
の
期
末

手
当
に
つ
い
て
も
他
と
の
均

衡
を
考
慮
し
て
改
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

今
治
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　

人
事
院
の
給
与
勧
告
に
か

ん
が
み
、
特
別
職
の
期
末
手

当
に
つ
い
て
も
他
と
の
均
衡

を
考
慮
し
て
改
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

小
学
校
施
設
整
備
費
、
中
学

校
施
設
整
備
費

　

小
学
校
26
校
の
普
通
教
室

（
343
教
室
）、
中
学
校
15
校
の

普
通
教
室
（
138
教
室
）
に
空

調
設
備
を
整
備
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

今
治
市
執
行
機
関
の
附
属
機

教
育
厚
生
委
員
会

関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

今
治
市
小
中
学
校
空
調
設

備
整
備
検
討
審
議
会
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

今
治
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
ぞ
み
苑
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
36
年
（
2024
年
）
３
月
31

日
ま
で
の
指
定
管
理
者
に
、

社
会
福
祉
法
人
今
治
福
祉
施

設
協
会
を
指
定
す
る
も
の
。

ご
み
処
理
施
設
跡
地
整
備
事

業
費

　

今
治
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
施
設
、
粗
大
ご
み
処
理

施
設
等
の
解
体
撤
去
を
行
っ

た
後
、
跡
地
に
芝
生
広
場
と

駐
車
場
を
整
備
す
る
も
の
。

豪
雨
被
害
鳥
獣
害
防
止
施
設

復
旧
事
業
費
補
助
金

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ

り
被
災
し
た
鳥
獣
害
防
止
施

設
の
再
整
備
を
支
援
し
、
野

生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
防
止
と
被
災
農
家
の
営
農

産
業
環
境
委
員
会

継
続
を
図
る
も
の
。

豪
雨
被
害
畜
産
担
い
手
緊
急

支
援
事
業
費
補
助
金

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
畜
産
施
設

の
早
期
復
旧
を
支
援
し
、
被

災
畜
産
農
家
の
営
農
継
続
を

図
る
も
の
。

農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
台

風
24
号
等
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
農
林
水
産
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
。

今
治
市
火
葬
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

燧
風
苑
、
伯
方
斎
場
の
指

定
管
理
者
に
富
士
建
設
工
業

株
式
会
社
を
、
ふ
じ
さ
き
苑

の
指
定
管
理
者
に
有
限
会
社

大
島
葬
儀
社
を
、
大
翔
苑
の

指
定
管
理
者
に
有
限
会
社
伊

豫
燃
料
を
指
定
す
る
も
の
。

指
定
期
間
は
平
成
31
年
４
月

１
日
か
ら
５
年
間
。

災
害
関
連
が
け
崩
れ
対
策
事

業
費 建

設
水
道
委
員
会

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ

り
被
災
し
た
水
泥
地
区
他
14

地
区
の
が
け
崩
れ
対
策
工
事

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

今
治
駅
東
駐
車
場
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

今
治
駅
東
第
２
駐
車
場
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

今
治
市
給
水
条
例
及
び
簡
易

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

水
道
料
金
を
改
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
料
金
改
定
率

は
全
体
8.3
％
、家
庭
用
９
％
、

業
務
用
７
％
、工
業
用
８
％
。

四
村
団
地
２
号
棟
建
設
工
事

の
内
建
家
そ
の
他
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
（
21
戸
）
建
設

工
事　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
３
階
建
て　

延
床
面
積

１
４
１
４
・
１
２
㎡　

外
構

工
事　

一
式

四
村
団
地
３
号
棟
建
設
工
事

の
内
建
家
そ
の
他
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
（
30
戸
）
建
設

工
事　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
３
階
建
て　

延
床
面
積

１
９
４
３
・
４
３
㎡　

外
構

工
事　

一
式

生
活
交
通
バ
ス
路
線
維
持
・

確
保
対
策
事
業
費

①�

瀬
戸
内
運
輸
㈱
生
活
交
通

路
線
運
行
事
業
（
平
成
29

年
10
月
１
日
〜
平
成
30
年

９
月
30
日
）
に
お
け
る
、

経
常
欠
損
な
ど
に
対
す
る

助
成
。

②�

瀬
戸
内
海
交
通
㈱
生
活
交

通
路
線
運
行
事
業
（
平
成

29
年
10
月
１
日
〜
平
成
30

年
９
月
30
日
）に
お
け
る
、

経
常
欠
損
な
ど
に
対
す
る

助
成
。

地
方
創
生
特
別
委
員
会
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参加していただいた連合自治会役員の方の自由意見
・�１年に１回は市民の代表の議員さんに市民の声をとどけるためにお願いしたいです。
・�ありがとうございました。次を楽しみにしています。
・�もう少し議員さん全員の話し合いがほしい。
・�議員、自治会ともに少し人数をふやす。
・�議員側からの質問が少ない。
・�自治会と市議会との意見交換会は大切であり、今後も設けてほ
　しい。

　平成30年11月19日に正副議長、広報広聴特別委員会委員10名、他の議員7名の計19名の議員と
連合自治会の役員10名で意見交換会を議員協議会室で実施しました。
　はじめに今治市議会についての概要を報告し、続いて連合自治会から自治会の取り組み等につい
て報告がありました。報告後、防災について、自治会の加入率アップについての取り組み等様々な
意見が出されました。

連合自治会との意見交換会を開催！

意見交換会アンケート結果（抜粋）
○今治市議会の報告内容について
　１．わかりやすかった　　２．どちらともいえない　　３．わかりにくかった
　　　………………６人　　　　　…………………３人　　　　　………………０人

○意見交換会を開催したことの評価について
　１．評価する　　２．どちらともいえない　　３．評価しない
　　　……８人　　　　…………………１人　　　　………０人

○次回の意見交換会の開催について
　１．開催したい　　２．どちらともいえない　　３．開催したくない
　　　………８人　　　　…………………１人　　　　……………０人
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番　号 件　　　　　名 審議結果

12月５日議決

発議　７ 弔詞の贈呈について（先田　通夫　氏） 原案可決（全会一致）

発議　８ 弔詞の贈呈について（瀬野　利太郎　氏） 原案可決（全会一致）

発議　９ 弔詞の贈呈について（真木　和　氏） 原案可決（全会一致）

議案　94 平成29年度　今治市水道事業決算の認定について 認　　定（全会一致）

議案　95 平成29年度　今治市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決（全会一致）

議案　96 平成29年度　今治市工業用水道事業決算の認定について 認　　定（全会一致）

議案　97 平成29年度　今治市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決（全会一致）

議案　98 平成29年度　今治市公共下水道事業決算の認定について 認　　定（全会一致）

議案100 平成29年度　今治市一般会計特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定（全会一致）

　 　 12月11日議決

発議　10 井村雄三郎議員に対する議員辞職勧告決議について 原案可決（賛成多数）

　 　 12月21日議決

議案102 平成30年度　今治市一般会計補正予算（第４号） 原案可決（全会一致）

議案103 平成30年度　今治市船舶交通特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全会一致）

議案104 平成30年度　今治市鉱泉供給事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全会一致）

議案105 平成30年度　今治市小規模下水道特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全会一致）

議案106 平成30年度　今治市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決（全会一致）

議案107 平成30年度　今治市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全会一致）

議案108 平成30年度　今治市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決（全会一致）

議案109 平成30年度　今治市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決（全会一致）

議案110
今治市議会議員及び今治市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を
改正する条例制定について

原案可決（全会一致）

議案111 今治市執行機関の附属機関設置条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）

議案112 今治市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）

議案113
今治市議会議員に対する議員報酬、費用弁償及び期末手当支給条例の一部を改正する条
例制定について

原案可決（賛成多数）

議案114 今治市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（賛成多数）

議案115 今治市がけ崩れ防災対策事業分担金徴収条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）

議案116 今治駅東駐車場条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）

議案117 今治市給水条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（賛成多数）

議案118 今治市簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（賛成多数）

議案119 四村団地２号棟建設工事の内建家その他工事請負契約の締結について 原案可決（全会一致）

議案120 四村団地３号棟建設工事の内建家その他工事請負契約の締結について 原案可決（全会一致）

議案121 今治市障害者福祉センターのぞみ苑の指定管理者の指定について 原案可決（全会一致）

議案122 今治市さざなみ園の指定管理者の指定について 原案可決（全会一致）

議案123 燧風苑の指定管理者の指定について 原案可決（全会一致）

議案124 ふじさき苑の指定管理者の指定について 原案可決（全会一致）

平成30年12月定例会　議案の審議結果
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番　号 件　　　　　名 審議結果

議案125 伯方斎場の指定管理者の指定について 原案可決（全会一致）

議案126 大翔苑の指定管理者の指定について 原案可決（全会一致）

議案127 今治市駐車場施設の指定管理者の指定の変更について 原案可決（全会一致）

議案128 船舶交通特別会計への繰入額の変更について 原案可決（全会一致）

報告　10

専決処分について
　◦今治市建築基準法施行条例の一部を改正する条例制定について
　◦損害賠償額の決定及び和解について
　◦損害賠償額の決定及び和解について

受　　理

各議員の議案等に対する賛否状況

　賛否の分かれた案件の賛否状況を記載しています。

　　議員名

番号　　　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

丹　

下　

大　

輔

黒　

川　

美　

樹

壷　

内　

和　

彦

永　

井　

隆　

文

松　

田　

澄　

子

羽　

藤　

謙　

司

井　

村　

雄
三
郎

山　

岡　

健　

一

野　

間　

有　

造

藤　

原　

秀　

博

越　

智　
　
　

忍

重　

松　

　

司

木　

村　

文　

広

渡　

部　
　
　

豊

谷　

口　

芳　

史

森　
　
　

京　

典

近　

藤　
　
　

博

森　

田　
　
　

博

矢　

野　

雄　

嗣

越　

智　
　
　

豊

中　

村　

卓　

三

渡　

辺　

文　

喜

松　

岡　

一　

誠

井　

手　

洋　

行

平　

田　

秀　

夫

堀　

田　

順　

人

本　

宮　

健　

次

岡　

田　

勝　

利

加　

藤　
　
　

明

寺　

井　

政　

博

松　

田　

敏　

彦

井　

出　

健　

司

発議　10 ○ ○ ○ ○ 退 ○ 除 ○ ○ ○ × ○ 退 ○ ○ ○ × ○ 退

議　

長

○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ×

議案113 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案114 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案117 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案118 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願　６ × ○ × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

請願　７ × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

請願　８ × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

　　　※　○：賛成　×：反対　除：除斥　退：退席

　　　※　越智　豊議員は、議長職のため表決に加わっておりません。

番　号 件　　　　　名 審議結果

陳情　３
（H30.9.4受理）

地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般非常勤職員の処遇改善と雇
用安定に関する意見書提出の要望について

継続審査

平成30年12月定例会　請願・陳情の審議結果
【前議会から継続しているもの】

番　号 件　　　　　名 審議結果

請願　６
（H30.12.5受理）

主要農作物種子法の復活を求める意見書提出の要望について 不採択（賛成少数）

請願　７
（H30.12.5受理）

「所得税法第56条の廃止（見直し）を求める意見書」提出の要望について 不採択（賛成少数）

請願　８
（H30.12.5受理）

国に対し「2019年10月の消費税増税中止を求める意見書」提出の要望について 不採択（賛成少数）

請願　９
（H30.12.5受理）

「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求める意見書提出の
要望について

継続審査

請願　10
（H30.12.5受理）

「核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書」提出の要望について 継続審査

陳情　４
（H30.12.5受理）

今治市営スポーツパークへ多目的グラウンド施設整備の陳情について 継続審査

【今議会に提出されたもの】
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決算特別委員会委員長報告（概要）
　10月24日、11月５日及び６日の３日間にわたり決算特別委員会を開催し、
議案第194号「平成29年度今治市水道事業決算の認定について」
議案第195号「平成29年度今治市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」
議案第196号「平成29年度今治市工業用水道事業決算の認定について」
議案第197号「平成29年度今治市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」
議案第198号「平成29年度今治市公共下水道事業決算の認定について」
議案第100号「平成29年度今治市一般会計特別会計歳入歳出決算の認定について」
審査を行いました。
　12月５日の本会議において、委員長が審査の過程で論議された主な事項について報告を行いまし
た。以下、その概要をお知らせします。

■水道事業会計
他会計からの補助金について
Ｑ　一般会計からの繰入金は、どのような考え、根拠で額を決定しているのか。
Ａ　主には越智諸島事業所の収支不足分、赤字の２分の１が対象となっている。
Ｑ　水道事業そのものは実質収支の黒字が繰入金を上回っており、収益が出ているが、繰入金は必
要なのか。
Ａ　現在、水道事業は７事業で運用している。全体で決算する際、例えば料金改定するときに繰り
入れがないと、全体への負担が重くなる。今後、事業統合の時点で経営状況を見ながら、繰り入
れが必要かどうかについて判断することになると考えている。

■公共下水道事業会計
企業債について
Ｑ　下水道事業は投資額も大きく、借入額も多くなっていると思うが、高率の起債について繰り上
げ償還等を行っているのか。
Ａ　利率５パーセント以上で平成４年５月31日までに借り入れた分については、繰り上げ償還を行っ
た。利率5.5パーセントのものが約9,000万円残っているが、これは保証金免除の繰り上げ償還の
対象にならなかった期間の借り入れ分である。現在の起債の利率は、２から３パーセントのもの
が全体の半分ぐらいとなっている。

■一般会計
歳入について
Ｑ　交通安全対策特別交付金について、どのような交通安全施設を対象とし、修繕を含めてどのく
らいの工事を実施したのか。
Ａ　今治市が整備する交通安全施設は主に５種類あり、平成29年度の工事実績は、１点目、カーブ
ミラーが119基で約1,620万円、２点目、水路などへの転落を防止するガードパイプが約450メート
ルで約875万円、３点目、センターラインなどの区画線が約１万6,700メートルで約815万円、４点
目、道路形状を認識させるためのデリネーターが５基で約114万円、５点目、交差点の注意喚起を
促す交差点びょうが２基で約20万円、総計約3,444万円となっている。
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民生費について
Ｑ　病児保育事業の実績及び目標値は。
Ａ　平成29年度から始まった事業で、利用実績が延べ人数で475人、登録者数が平成30年３月末現在
1,154人となっている。子ども・子育て支援事業計画上では利用者数1,500人を目標としていたが、
保育所等で預かれない病気の児童を預かれる施設として、初年度としてはある程度の利用実績と
分析している。
Ｑ　実数としては行き渡っていないので、市民の皆さん、保護者の皆さんにしっかりと広報してい
ただきたい。

衛生費について
Ｑ　予防費の犬・猫不妊・去勢手術費補助金の内訳と実績は。
Ａ　平成29年度は、犬が145頭、猫が355頭で、１頭当たり2,000円の補助を行った。平成28年度、29
年度は３月に限度額いっぱいとなったが、補助を希望する方には翌年度の４月に申し込みをして
いただき、補助を受けられなかった人はいなかった。
Ｑ　野良猫（地域猫）対策支援事業費補助金について、予算も使い切っており、要望もあるため、
額を増やしてほしい。

土木費について
Ｑ　木造住宅耐震改修費補助金について、今治市でも耐震基準に合わない家が数多くあるが、効果
を上げる方策は。
Ａ　耐震改修が必要な昭和56年度よりも古い住宅が２万棟近くあると考えている。まずは自身の木
造住宅が危険だということの周知が肝要と考えており、防災危機管理課と協同し、防災危機管理
課が行っている出前講座等での周知や、建築指導課が独自に行っている出前講座の回数を増やし、
周知を図っていきたい。

■特別会計
国民健康保険特別会計について
Ｑ　医療費の削減方法の１つの手段として、ジェネリック医薬品の使用があると思うが、本市の状
況は。
Ａ　ジェネリック医薬品への切り替えを推奨するため、薬を変えた場合に幾ら費用が安くなるかと
いう通知を、平成28年度から年に２回送付している。平成29年度は被保険者数の約１割に当たる
4,352人に通知し、年間で約2,900万円の保険者負担分の削減効果があった。今後も通知を続けて
いきたい。

介護保険特別会計について
Ｑ　居宅介護サービス費の住宅改修費について、これまでは被保険者が一旦、業者に全額支払う償
還払いであったが、昨年から受領委任払い制度が実施され、負担割合に応じた額を業者に支払う
ことで経済的な負担が軽減されたと思うが、その利用状況と周知の方法は。
Ａ　平成29年８月から受領委任払いを開始しており、８月以降、住宅改修651件中、467件、71.7パー
セントの方が受領委任払いを選択している。ケアマネジャーの会での周知や、事業者にできるだ
け登録してもらうほか、ホームページ等にも掲載してメリットを紹介し、この制度の活用に向け
て周知を行っている。



市議会に対するご意見・ご要望を E-mail または
ＦＡＸでお寄せください。
お寄せいただいたご意見・ご要望は、今後の参考と
させていただきます。

E-mail：gikai@imabari-city.jp

12いまばり市議会だより　第56号
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本会議のインターネット中継の視聴方法
今治市議会ホームページの「市議会インターネット中継」をクリックする。

　今治市議会では、開かれた議会を目指して、本会議のイン
ターネット中継を行っています。パソコン、スマートフォ
ンなどにより、ライブ中継、録画放送をご覧いただけます。
なお、録画放送はライブ中継配信の日付から30日間を経過
すると削除されますので、ご注意ください。
　同時に多くの方がインターネット中継を視聴された場合、
映像がうまく映らないことがあります。また、本会議の様子
は、インターネット配信のほか、今治ＣＡＴＶ㈱のコミュ
ニティチャンネル（11ＣＨ）でもライブ中継されています。

本会議のインターネット中継について

ここをクリック


